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Volume

口
蹄
疫
侵
入
阻
止
と
危
機
管
理
に
全
力
を
！

　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
接
種
費
用
助
成
に
道
筋

平成22年７月10日発行

敏音知山開き（6月 20日）
女性登山隊が 704 メートルの頂をめざします
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選挙管理委員・補充員決まる

第２回
定例会
第２回
定例会

口
蹄
疫
へ
の
危
機
管
理
対
処
、地
域
医
療
問
題

　
　

防
災
対
策
、個
別
外
部
監
査
指
摘
事
項
へ
の
対
応

　
　
　
　

旧
中
農
高
の
跡
地
利
用
な
ど
５
議
員
が
一般
質
問

医師求人広告費を計上した国保病院事業補正予算可決！

　平成22年第２回定例会が、６月10日から11日まで２日間の会期で

開かれ、審議が順調に進んだため、会期を１日残し閉会しました。

　冒頭の行政報告で野邑町長は、道との間で旧中頓別農業高校施設

の譲与手続きが遅れていることについて、天北厚生園が利用する予

定の生徒寮の配管老朽化の調査と破損施設の修繕のためと説明。医

療圏でつながりの深い名寄、士別市両市を中心市とする「上川北部

定住自立圏構想協議会」への参加と水はけの悪さなどで利用が低調

だった農業体験交流施設「体験農園オガル」の圃場の再整備を道費

負担事業で行うことを報告しました。

　一般質問では、地域医療問題や口蹄疫対策、個別外部監査指摘事

項への対応などについて５議員が一般質問を行いました。

　町長から提案された条例案３件、一般会計補正予算など２件の補

正予算案はいずれも原案どおり可決されました。

　また、任期を迎えた公平委員会委員１名の選任同意が全会一致で

議決されました。

　選挙管理委員及び委員が欠けたときにその職務につく補充員の選

挙が、有権者の中から議長の指名推薦によって行われ、それぞれ４

名の委員・補充員が決まりました。

　議会日程の最後に、ヒブワクチン、子宮頸がんワクチンの接種費

用の助成などを道に求める「ワクチン接種に関する意見書」が発議

され、全会一致で可決。質疑に答えた野邑町長は、本町としても、

高額な両ワクチン接種費用助成の早期実現に向け検討することを表

明しました。



第２回定例会で
　　　決まりました
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第２回定例会で
　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧

○ 

議
案
第
51
号　

語
学
指
導
等
を
行
な
う
外
国
青
年
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

　

 

（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
52
号　

中
頓
別
町
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
設
置
及
び
管
理

　
 

等
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 
議
案
第
53
号　

中
頓
別
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 
議
案
第
54
号　

宗
谷
広
域
圏
振
興
協
議
会
の
廃
止

○ 
議
案
第
55
号　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
56
号　

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
57
号　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
58
号　

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
59
号　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
60
号　

平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

○ 

諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
対
す
る
意
見

○ 

諮
問
第
２
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
対
す
る
意
見

○ 

同
意
第
１
号　

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

○ 

選
挙
第
１
号　

選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

○ 

選
挙
第
２
号　

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
挙

○ 

発
議
第
１
号　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
意
見
書

※

以
下
は
、
報
告
案
件

　

報
告
第
１
号　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　

報
告
第
２
号　

中
頓
別
観
光
開
発
株
式
会
社
の
経
営
状
況
報
告

　

報
告
第
３
号　

有
限
会
社
中
頓
別
振
興
公
社
の
経
営
状
況
報
告

　
　

※
 

○ 

は
可
決
・
同
意
・
当
選

人権擁護委員
　人権擁護委員は、市町村の区域で人権擁護活動を
行う、法務大臣から委嘱された民間人です。この制
度は、地域住民の中から人格見識の優れた人たちを
選び、その協力を得て、国民の日常生活の中で人権
尊重思想の普及高揚を図るとともに、人権侵害によ
る被害者を救済し、人権を擁護する制度です。
　人権擁護委員候補者として、石井英正さん（中頓
別・61 歳）、角川拓雄さん（松音知・60 歳）の両名
が諮問され、全会一致で適任と答申しました。

公平委員会委員
　公平委員会は、地方公務員法に基づき定められた
行政委員会で３名の委員で構成されています。
　地方公務員は、労働基本権が制限されているため、
公平委員会はその代償として、中立的な立場で、地
方公共団体の職員の利益の保護と公正な人事権の行
使を保障する目的で設けられており、準司法的な権
限をもっています。
　１名の委員が任期を迎えるため、高山哲也さん
（中頓別・46 歳）の選任に全会一致で同意しました。

選挙管理委員
　選挙管理委員会は、４人の選挙管理委員で組織さ
れます。選挙管理委員は、選挙権を有する者で、人
格が高潔、政治及び選挙に関し公正な識見を有する
もののうちから、普通地方公共団体の議会で選挙さ
れます。 任期は原則として４年です。
　選挙管理員の選挙は、議長による指名推薦で行わ
れ、次の４名の方が当選されました。
○佐藤美昭さん（中頓別・68 歳・継続）
○安積　明さん（旭　台・61 歳・新）
○細谷順子さん（中頓別・65 歳・継続）
○藤田朋美さん（中頓別・43 歳・新）

選挙管理委員補充員
　選挙管理委員の選挙に際して、委員と同数（４名）
の補充員を選挙します。
　補充員は、委員が欠員となった場合に補欠要員と
してあらかじめ議会で選挙されるもので、任期は原
則として委員の任期と同じです。補充員の選挙も委
員の選挙と同様に議長による指名推薦で行われ、次
の４名の方が当選されました。
１番　奥村文男さん（中頓別・57 歳）
２番　菅原美和さん（中頓別・42 歳）
３番　周防雅行さん（中頓別・60 歳）
４番　四條佳理さん（中頓別・35 歳）
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、
口
蹄
疫
へ
の
備
え
や
地
域
医
療
問
題
な
ど
を
め
ぐ
り
、

５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

口蹄疫に対する危機管理は？
藤 田 首 健

　

野
邑
町
長

答　

本
町
と
し
て
は
、
国
、
道
の
指
導
を
受
け
、

防
疫
に
最
大
限
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
、
中
頓
別
町
家
畜
自
衛
防
疫
組
合
を
中

心
に
対
策
を
進
め
て
お
り
、
農
家
全
戸
に
塩
素

系
消
毒
薬
に
加
え
、
消
石
灰
３
袋
を
無
料
配
布

し
た
。
今
後
は
現
在
よ
り
警
戒
レ
ベ
ル
を
引
き

上
げ
、
中
頓
別
町
家
畜
法
定
伝
染
病
等
対
策
本

部
の
会
議
を
招
集
し
、
防
疫
体
制
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
感
染
防
止
に
対
す
る
意
識
を
住

民
一
体
と
な
っ
て
高
め
て
い
き
た
い
。

　

い
ま
は
、
発
生
後
の
こ
と
よ
り
も
、
町
内
で

発
生
さ
せ
な
い
対
策
に
万
全
を
期
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

小
林
産
業
建
設
課
参
事

答　

危
機
管
理
対
策
に
関
し
て
は
十
分
検
討
し
て

い
き
た
い
。
特
別
措
置
法
が
成
立
し
て
、
殺
処

分
に
関
し
て
は
、
国
が
責
任
を
持
つ
形
に
な
っ

た
。
今
後
は
、
本
町
の
地
域
防
災
計
画
（
防
災

対
策
本
部
組
織
表
）
を
準
用
し
、
人
員
等
の
配

置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

口
蹄
疫
対
策
に
つ
い
て

問　

宮
崎
県
内
で
口
蹄
疫
の
発
生
が

確
認
さ
れ
て
以
来
、
感
染
が
拡
大

し
て
お
り
、
一
向
に
終
息
の
気
配

を
見
せ
て
お
ら
ず
、
同
県
内
の
家

畜
農
家
は
、
ま
さ
に
存
亡
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

口
蹄
疫
は
家
畜
の
伝
染
病
の
中

で
も
最
も
伝
播
力
が
強
い
と
さ
れ

て
お
り
、
今
後
、
夏
期
の
物
流
、

観
光
時
期
を
迎
え
、
全
国
の
い
ず

こ
で
発
生
す
る
か
ま
っ
た
く
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
酪
農
家
も
消
毒
体
制
を

強
化
し
、
侵
入
阻
止
に
精
一
杯
の

努
力
を
し
て
い
る
が
、
万
が
一
、

町
内
で
発
生
し
た
場
合
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
用
意

が
あ
る
の
か
、
危
機
管
理
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

藤田議員に全道町村議会議長表彰
　藤田副議長が、議員在職15年以上にわたり地方自治の振興

発展に寄与した功労を称えられ、北海道町村議会議長会から

表彰されました。

　第２回定例会の開会前に石神議長から表彰状が伝達されま

した。

藤田議員に全道町村議会議長表彰藤田議員に全道町村議会議長表彰
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指定管理者には町外業者も公募対象に！
星 川 三喜男

　

個
別
外
部
監
査
指
摘
事
項
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

問　

本
町
は
早
期
健
全
化
団
体
と
な
る
に
あ
た
り
、
昨
年
、
個
別
外
部

監
査
を
受
け
た
。
町
長
は
、
執
行
方
針
で
、
「
個
別
外
部
監
査
で
指

摘
さ
れ
た
事
項
に
積
極
的
に
取
り
組
み
中
頓
別
再
生
を
図
る
」
と
述

べ
て
お
り
、
次
の
点
の
取
組
状
況
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

①
実
質
公
債
費
比
率
の
削
減
は
、
財
政
健
全
化
計
画
、
公
債
費
負
担

　

適
正
化
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
か
。

②
補
助
団
体
へ
の
運
営
費
補
助
の
見
直
し
は
、
当
初
予
算
段
階
の
削

　

減
額
で
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

③
下
水
道
料
金
は
、
来
年
度
か
ら
値
上
げ
す
る
の
か
。

④
個
別
外
部
監
査
報
告
に
は
、
「
町
内
企
業
の
み
な
ら
ず
、
町
外
に

　

対
し
て
も
積
極
的
に
外
部
委
託
を
行
い
、
最
小
限
の
経
費
で
最
大

　

限
の
効
果
を
」
と
の
提
言
が
あ
る
。
監
査
委
員
の
指
定
管
理
者
監

　

査
報
告
で
も
、
町
出
資
の
第
三
セ
ク
タ
ー
や
公
共
的
団
体
な
ど
と

　

民
間
企
業
の
競
い
合
い
が
制
度
導
入
の
趣
旨
と
あ
り
、
温
泉
や
山

　

村
交
流
施
設
は
、
管
理
を
一
本
化
し
、
指
定
管
理
者
を
町
外
か
ら

　

も
公
募
し
て
コ
ス
ト
削
減
を
め
ざ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

野
邑
町
長

答①
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
22
年
度
に
25
パ
ー
セ
ン
ト
を
切
れ
る

　

と
思
う
。
今
年
度
の
地
方
交
付
税
額
に
も
よ
る
の
で
、
明
確
な
判

　

断
に
は
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

③
下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
金
、
公
債
費
、
管
理
経
費
の
削
減
状
況
な

　

ど
を
踏
ま
え
て
値
上
げ
の
有
無
・
時
期
を
判
断
し
た
い
。

④
直
営
よ
り
も
高
く
な
る
外
部
委
託
は
あ
り
え
な
い
。
財
政
的
効
果
、

　

住
民
に
不
便
を
か
け
な
い
こ
と
を
基
本
に
外
部
委
託
を
し
て
い
き

　

た
い
。

　

遠
藤
総
務
課
長

答②
前
年
度
に
比
べ
１
５
４
万
円
の
削
減
で
あ
る
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答 　

施
設
の
維
持
管
理
は
ど
こ
で
？

問　

旧
中
頓
別
農
業
高
校
の
跡
地
・
施
設
に
つ
い
て
は
、
道
か
ら

町
へ
譲
渡
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

の
か
。

　

ま
た
、
施
設
群
に
つ
い
て
は
、
授
産
所
的
な
活
用
と
と
も
に
、

希
望
す
る
住
民
に
つ
い
て
も
利
用
で
き
る
と
聞
い
て
い
た
が
、

公
平
に
利
用
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
な
ど
は
定
め
た
か
。

　

同
校
の
跡
地
は
広
く
、
建
物
も
複
数
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
も
あ
り
治
安
上
の
心
配
が
あ
る
。
維
持
管
理
あ
る
い
は

運
営
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
行
う
予
定
な
の
か
。
適
切
な
管
理
と

活
用
を
進
め
る
た
め
に
民
間
へ
の
委
託
を
検
討
す
る
必
要
は
な

い
か
。

　

旧
中
頓
別
農
業
高
校
の
施
設
は
、
校
舎
解
体
後
速
や
か
に
譲

与
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
一
部
修
繕
の
必
要
な
箇
所
が
あ
り
、

そ
れ
に
伴
う
調
査
及
び
工
事
が
完
了
す
る
11
月
末
ま
で
延
期
さ

れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
貸
与
契
約
を
交
わ

し
て
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

施
設
は
、
基
本
的
に
南
宗
谷
福
祉
会
天
北
厚
生
園
が
活
用
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
活
用
の
詳
細
な
計
画
は

で
き
て
い
な
い
が
、
敷
地
、
建
物
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

同
園
と
十
分
協
議
を
行
っ
た
上
で
適
切
に
行
い
た
い
。

　

な
お
、
天
北
厚
生
園
で
使
用
し
な
い
施
設
が
生
じ
た
場
合
、

他
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

旧
中
頓
別
農
業
高
校
の
跡
地
利
用
は
？

西

原

央

騎

広
大
な
跡
地
・
施
設
群
が
残
る
旧
中
農
高
跡
地
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病院の送迎範囲拡大を！
本 多 夕紀江

　

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
枚
数
見
直
し
て
！

問

防災対策は進んでいるか？

　

公
共
交
通
機
関
が
未
整
備
の
本
町
で
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
助
成
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
が
、
今
の
枚

数
で
は
通
院
だ
け
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
の
声
が
あ
る
。

　

年
を
と
っ
て
か
ら
も
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
よ
う
、
必
要
な
人
に
は
少
し
追
加
支
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
病
院
の
通
院
送
迎
を
小
頓
別
方
面
以
外
に
も
広
げ
る

考
え
は
な
い
か
。

　

竹
内
保
健
福
祉
課
長

答　

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
の
交
通
費
助
成
事
業
で
は
、
身
体
障
害
者

の
肢
体
不
自
由
者
等
で
１
、
２
級
の
方
、
70
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
て
医
療
機
関
等
へ
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る

た
め
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
て
い
る
。
平
成
21
年
度

で
は
２
０
５
名
に
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行
し
て
お
り
、
利
用
率
は

73
・
９
％
。
全
部
の
枚
数
を
使
っ
た
方
は
数
％
、
ま
っ
た
く

使
わ
な
か
っ
た
方
は
19
％
。
同
居
家
族
の
車
保
有
の
有
無
や

低
所
得
者
と
高
所
得
者
の
所
得
差
の
関
係
な
ど
、
個
々
の
事

情
が
異
な
り
、
公
平
性
を
欠
く
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
現
在
、

追
加
発
行
は
考
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
病
院
の
送
迎
範
囲
等
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
高
齢

化
が
進
み
自
力
で
の
受
診
が
難
し
く
な
る
方
が
ふ
え
る
傾
向

に
あ
る
と
思
わ
れ
、
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

野
邑
町
長

答　

そ
れ
ぞ
れ
利
用
の
頻
度
割
合
が
違
う
わ
け
で
何
枚
が
妥
当

な
の
か
と
い
う
判
断
は
難
し
い
。
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
枚
数

を
ふ
や
せ
ば
い
い
だ
け
で
な
く
、
色
々
な
面
で
町
が
高
齢
者

の
た
め
に
温
か
い
手
を
差
し
伸
べ
て
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
も
必
要
。
早
期
健
全
化
団
体
か
ら
を
脱
却
後
、
総
合
的
な

高
齢
者
対
策
を
考
え
て
い
く
必
要
性
が
あ
り
、
今
年
１
年
間
、

福
祉
施
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
担
当
課
に
指
示
し
て
い
る
。

本 多 夕紀江
　

災
害
時
の
避
難
場
所
の
周
知
徹
底
を
！

問　

旬
報
に
「
警
報
・
注
意
報
が
市
町
村
ご
と
の
発
表
に
な
り

ま
す
。
自
主
避
難
な
ど
地
域
の
防
災
活
動
に
役
立
て
ま
し
ょ

う
」
と
載
っ
て
い
た
。
最
近
の
異
常
気
象
か
ら
、
町
も
町
民

も
災
害
（
水
害
）
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
。
防

災
計
画
、
頓
別
川
の
河
川
整
備
、
避
難
所
、
避
難
場
所
の
住

民
へ
の
周
知
、
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成
の
状
況
を
伺
う
。

　

遠
藤
総
務
課
長

答　

道
か
ら
頓
別
川
の
基
準
水
位
の
見
直
し
、
寿
水
位
観
測
所
の
追
加
、

気
象
庁
よ
り
警
報
等
の
基
準
値
変
更
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

防
災
計
画
を
見
直
し
た
い
。

　

頓
別
川
の
河
川
整
備
は
、
「
頓
別
川
河
川
整
備
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
懇
話
会
」
を
立
ち
上
げ
、
今
後
の
河
川
改
修
の
あ
り
方
に
つ
い

て
道
と
も
協
議
を
重
ね
て
、
寿
橋
の
下
流
域
に
つ
い
て
は
一
定
の
方

向
性
を
確
認
し
、
次
年
度
以
降
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
る
も
の
と
思

う
。
避
難
所
、
避
難
場
所
は
、
広
報
等
に
よ
り
早
急
に
周
知
し
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
今
年
度
交
付
金
事
業
で
作
成
す
る
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

寿
橋
下
流
域
の
河
川
整
備
は
、
治
水
、
環
境
保
全
の
観
点
、
そ
れ

ぞ
れ
の
中
で
一
定
の
合
意
が
と
れ
て
、
土
現
、
河
川
管
理
者
の
道
も

そ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
最
終
的
な
詰
め
の

段
階
に
あ
り
、
担
保
と
し
て
何
ら
か
の
書
面
を
残
す
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
合
意
に
至
っ
て
い
る
部
分
も
、
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
り
、

河
川
改
修
が
入
る
段
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
等
で
現
場
の
確

認
な
ど
を
し
っ
か
り
し
た
上
で
間
違
い
の
な
い
整
備
、
工
事
が
進
む

よ
う
懇
話
会
の
メ
ン
バ
ー
に
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
る
と
い
う

考
え
で
あ
る
。

　

次
年
度
以
降
着
手
で
き
る
か
は
、
今
日
の
公
共
工
事
の
縮
減
と
い

う
流
れ
の
中
で
工
事
区
域
は
ま
だ
浜
頓
別
町
域
に
あ
り
、
来
年
度
一

部
工
事
が
入
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
段
階
で
あ
る
。

小
頓
別
以
外
に
も
送
迎
エ
リ
ア
の
拡
大
を
！
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地
域
医
療
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

問

具体的なこどもの安心、
安全対策は？

　

院
長
の
退
職
問
題
に
端
を
発
し
て
、
住
民
は
地
域

医
療
に
つ
い
て
重
大
な
危
機
感
と
関
心
を
持
ち
、
病

院
の
確
保
に
意
欲
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動

に
関
し
、
理
事
者
と
し
て
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
対
し
て
町
は
ど

う
い
う
か
か
わ
り
方
が
で
き
る
の
か
伺
う
。

　

野
邑
町
長

答　

地
域
医
療
に
関
す
る
問
題
は
、
行
政
や
議
会
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
地
域
住
民
自
ら
が
医
療
の
あ
り

方
に
危
機
感
と
関
心
を
持
ち
行
動
さ
れ
た
こ
と
は
、

大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

本
町
に
と
っ
て
必
要
な
医
療
は
ど
う
あ
る
べ
き
な

の
か
、
自
ら
学
び
考
え
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
。
医

療
の
継
続
に
は
医
師
を
初
め
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

が
欠
か
せ
な
い
が
、
そ
の
確
保
の
難
し
さ
を
町
民
全

体
で
共
有
で
き
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
意
義
が
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
人
的
な
支

援
を
で
き
れ
ば
し
て
い
き
た
い
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
広
報
で
町
民

に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

東海林 繁 幸

問

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

こ
ど
も
の
安
心
、
安
全
宣
言
は
、
地
域

生
活
安
全
協
会
な
ど
町
民
団
体
か
ら
の
提

言
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。
町
と
し
て
は
、

幅
広
い
施
策
を
通
し
て
こ
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
地
域
の
方
々
に
温
か
く
守
ら
れ
な

が
ら
安
全
に
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
の
一
つ
に
据

え
て
い
き
た
い
。

　

具
体
的
な
施
策
は
、
今
後
地
域
生
活
安

全
協
会
な
ど
町
民
団
体
と
協
議
を
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

高齢者の能力積極的に活用を！
東海林 繁 幸

　

ま
ち
づ
く
り
と
高
齢
者
の
か
か
わ
り
は
？

問　

高
齢
者
は
、
か
つ
て
ま
ち
づ
く
り
の
当
事
者
と
し

て
か
か
わ
り
、
今
は
そ
の
役
割
を
終
え
静
か
に
安
定

し
た
生
活
を
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
と
考
え
る

の
が
一
般
的
だ
が
、
果
た
し
て
そ
う
か
。
健
康
で
意

欲
的
な
高
齢
者
は
た
く
さ
ん
い
る
。
公
的
な
役
割
（

例
え
ば
民
生
委
員
）
に
年
齢
を
限
定
す
る
こ
と
が
多

い
が
、
高
齢
化
率
34
％
の
町
で
、
高
齢
者
を
疎
外
す

る
の
は
適
切
と
は
思
わ
れ
な
い
。
高
齢
者
の
能
力
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

例
え
ば
高
齢
者
事
業
団
で
は
、
平
成
21
年
度
の
実

績
は
16
件
、
述
べ
53
名
で
あ
る
。
高
齢
者
で
も
で
き

る
よ
う
な
仕
事
が
回
っ
て
こ
な
い
実
情
に
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

高
齢
者
の
能
力
活
用
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を

定
め
た
も
の
は
な
い
が
、
町
が
設
置
し
て
い
る
委
員

会
や
附
属
機
関
等
で
年
齢
制
限
等
を
し
て
い
る
実
態

は
な
い
。
む
し
ろ
多
く
の
委
員
会
や
附
属
機
関
、
そ

の
他
ま
ち
づ
く
り
の
諸
活
動
に
お
い
て
も
高
齢
者
の

方
々
の
協
力
で
進
め
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今

後
も
そ
の
考
え
方
を
基
本
に
高
齢
者
の
経
験
に
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
知
恵
と
知
識
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

竹
内
保
健
福
祉
課
長

答　

高
齢
者
事
業
団
を
い
か
に
活
性
化
し
て
、
多
く
の

高
齢
者
を
受
け
入
れ
て
い
け
る
よ
う
な
方
法
は
な
い

か
、
今
後
事
務
局
等
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
病
院
の
確
保
を
！

東
海
林

繁

幸

　安心、安全宣言後の施策は？
　第１回定例会で、こどもの安心、安全宣
言を全道に先駆けて実施したことは高く評
価できる。この宣言にふさわしい取り組み
が期待されるが、町としての今後の具体的
な施策を伺う。
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　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各
種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。

議会を傍聴しましょう

ホームページで議事録などを公開しています
　町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会の議事
録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進みご覧ください。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡6-2244（議会事務局）へ。

報告第２号　中頓別観光開発株式会社の経営状況報告
　ピンネシリ温泉を管理運営する同社は、これまで
の営業活動を継承し、地域の特色を前面に出して営
業活動を進めた結果、会食利用者や温泉入館者数で
前年度（平成20年度）を下回ったものの、宿泊者数
・会食利用件数ではこれを上回りました。
●損益計算結果、貸借対照表
・収 益 合 計   38,803,017円
・費 用 合 計   36,776,037円
・当期純利益     2,026,980円
・資 産 合 計   19,577,862円
・負 債 合 計     6,538,424円
・純資産合計   13,039,438円
■利用状況
・宿泊者数（大人・小人）3,089人（前年比124.5％）
・入館者数（大人・小人・回数券・老人）15,051人
　（前年比92.5％）
・会食者数（利用件数）77件（前年比108.5％）
・会食者数（利用人数）1,320人（前年比92.2％）
報告第３号　有限会社中頓別振興公社の経営状況報告
　寿レクレーション施設、一般廃棄物処理施設、鍾
乳洞ふれあい公園、天北厚生園厨房業務等を営む同
社全体の平成21年度経営状況は次のとおりです。
●損益計算結果、貸借対照表
・収 益 合 計  114,774,885円
・費 用 合 計  112,595,742円
・当期純利益     2,179,143円
・資 産 合 計    21,215,528円
・負 債 合 計     6,491,685円
・純資産合計    14,723,843円

報告案件
　地方自治法では、「会計年度独
立の原則」（ある会計年度の歳出
は当該会計年度の歳入で賄わな
ければならない）の例外として
繰越明許費のしくみがあります。
　また、町が出資する法人等に
は、毎年度、経営状況を議会に
報告する義務があり、その内容
をお知らせします。

報告第１号　平成２１年度　中頓別町一般会計
繰越明許費繰越計算書の報告
　繰越明許費（くりこしめいきょひ）は、経
費の性質や予算成立後のなんらかの理由で、
その年度内に支出を終わらない見込があるも
のについて、議会の議決（補正予算）を得て
翌年度に限り繰り越して使用できる予算をい
います。
　平成21年度から22年度に次の歳出予算（総
務費・総務管理費）が繰り越されました。

（単位：千円）

事　　業　　名 繰越金額
防災情報通信設備購入事業 1,971
松音知水道管布設替事業 56,824
森林作業道路網整備事業 45,765
公 営 住 宅 等 整 備 事 業 10,380
消防吏員待機宿舎水洗化事業 3,200
観 光 施 設 整 備 修 繕 事 業 11,445
橋 梁 改 修 事 業 14,500
町 道 等 補 修 事 業 11,500
社 会 教 育 施 設 改 修 事 業 2,320
歯 科 診 療 所 改 修 事 業 890

158,795合　　　　　計

不
況
の
中
、
健
闘
が
目
立
っ
た
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
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可決された議案と意見書
のあらまし

　

条
例
で
引
用
し
て
い
た
「
財
団
法
人

自
治
体
国
際
化
交
流
協
会
」
が
誤
表
記

で
あ
り
、
「
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化

協
会
」
と
訂
正
す
る
も
の
で
す
。

○ 

議
案
第
51
号　

語
学
指
導
等
を
行

　

 

な
う
外
国
青
年
の
給
与
等
に
関
す

　

 

る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

教
育
委
員
会
が
管
理
し
て
い
る
「
寿

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
」
、
「
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
」
、
「
ゴ
ル
フ
練
習
場
」
、
「
ス
ポ

ー
ツ
広
場
」
は
、
面
的
な
施
設
と
し
て

共
通
点
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
個
々
に
定

め
て
き
た
条
例
を
整
理
一
本
化
し
た
も

の
で
す
。

○ 
議
案
第
52
号　

中
頓
別
町
野
外
レ

 　

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
設
置
及

　

 

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

　

政
府
管
掌
健
康
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
の
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
本
人
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
場

合
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら
国

保
被
保
険
者
と
な
っ
た
も
の
に
係
る
国

民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、

軽
減
措
置
を
継
続
す
る
改
正
で
す
。

○ 

議
案
第
53
号　

中
頓
別
町
国
民
健

 　

康
保
険
税
条
例
（
一
部
改
正
）

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
地
方
制
度

改
革
の
進
展
の
中
で
、
従
来
の
広
域
行

政
圏
政
策
は
当
初
の
役
割
を
終
え
た
と

判
断
。
昭
和
46
年
に
設
立
さ
れ
た
同
協

議
会
の
廃
止
を
協
議
す
る
た
め
に
必
要

な
議
決
で
す
。

○ 

議
案
第
54
号　

宗
谷
広
域
圏
振
興

 　

協
議
会
の
廃
止

　

「
北
海
道
総
合
振
興
局
及
び
振
興
局

設
置
に
関
す
る
条
例
」
の
施
行
に
伴
い
、

こ
れ
ら
の
組
合
規
約
の
支
庁
名
、
町
村

名
等
を
変
更
す
る
た
め
に
必
要
な
議
決

で
す
。

○ 

議
案
第
55
号　

北
海
道
市
町
村
総

　

 

合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
56
号　

北
海
道
市
町
村
職

 　

員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
57
号　

北
海
道
町
村
議
会
議

　

 

員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
58
号　

北
海
道
市
町
村
備

　

 

荒
資
金
組
合
規
約
の
変
更

　

教
育
費
に
お
い
て
、
中
頓
別
中
学
校

校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
集
合
煙
筒
及

○ 

議
案
第
59
号　

平
成
22
年
度
一
般

　

 

会
計
補
正
予
算

び
煙
筒
周
辺
の
屋
根
修
繕
に
74
万
円
、

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
排
水
溝
整

備
工
事
に
80
万
円
を
計
上
。
歳
入
は
前

年
度
繰
越
金
を
充
当
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
総

額
は
、
29
億
８
千
17
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
の
支
出
に
お
い
て
、
医

師
求
人
広
告
費
と
し
て
32
万
円
を
計
上
。

収
入
は
同
額
の
外
来
収
益
で
充
当
。
ま

た
、
資
本
的
収
支
の
支
出
で
は
、
重
油

地
下
タ
ン
ク
の
老
朽
化
に
よ
る
油
漏
れ

が
あ
る
た
め
、
埋
設
配
管
の
取
替
え
工

事
に
３
百
18
万
円
を
計
上
。
収
入
は
当

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん

さ
れ
て
い
ま
す
。

○ 

議
案
第
60
号　

平
成
22
年
度
国
民

　

 

健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　毎年1,000人以上の５歳未満児が細菌性髄膜炎
になるわが国では、その原因の６割がインフル
エンザ菌ｂ型（ヒブ）であり、２割が肺炎球菌
と言われています。
　細菌性髄膜炎の初期症状は、小児科医でも早
期診断は困難であり、迅速な治療が施されても、
ヒブの場合で３～５％、肺炎球菌の場合では10
～15％の患児が死亡。生存した場合でも10～20
％に脳と神経に重大な損傷が生じ、水頭症、難
聴、脳性まひ、精神遅滞等の後遺症を引き起こ
します。
　細菌性髄膜炎はワクチン接種により、発症率
は100分の１にまで激減するものの、わが国での
任意接種の費用は約３万円以上で、保護者の負
担が重いことが大きな障壁です。
　また、子宮頸がんは、年間で約15,000人が発
症し、3,500人が死亡。しかし、他のがんと違い、
その原因がヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）
の感染と解明され、若年層へのワクチン接種で
予防が可能ですが、その費用は約５万円と多額
です。
　現在、一部市町村でワクチン接種費用の独自
助成を行っていますが、道民が安心して接種を
受けられるよう、次の事項を強く要望します。
１　細菌性髄膜炎を予防接種法の定期接種対象
　の一類疾病として国が承認するまでの間、ヒ
　ブワクチン及び７価肺炎球菌結合型ワクチン
　の接種費用を北海道が補助すること
２　子宮頸がんを予防接種法の定期接種対象の
　一類疾病として国が承認するまでの間、２価
　ＨＰＶ様粒子ワクチンの接種費用を北海道が
　補助すること
３　細菌性髄膜炎及び子宮頸がんを予防接種法
　の定期接種対象の一類疾病と位置づけるよう
　国に要望すること
■発議者：東海林繁幸
■賛成者：西原央騎
■提出先：北海道知事
■平成22年6月10日可決
■質疑
○柳澤議員
　当町として、両ワクチンの接種実態を踏まえ、
費用の助成を検討すべきではないか。
●野邑町長
　ヒブワクチンについての調査を昨年保健福祉
課に指示した。幌加内町では、全額助成してい
る。１５歳までの医療費無料化を先に実施した
が、早期に助成できるよう検討したい。子宮頸
がんワクチンについても検討したい。

ワクチン接種に関する意見書ワクチン接種に関する意見書
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いきいきふるさと
常任委員会

所管事務
調査報告

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で

は
、
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
結
果

を
柳
澤
委
員
長
が
、
６
月
10
日
の
本
会

議
で
報
告
。
そ
の
概
略
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
自
動
車
学
校
の
運
営
（
所
管
事
務
の

う
ち
緊
急
を
要
す
る
事
項
）
に
つ
い
て

　

中
頓
別
町
立
自
動
車
学
校
は
、
近
年
、

ま
れ
に
見
る
経
営
努
力
に
よ
っ
て
独
立

採
算
を
維
持
し
て
き
た
が
、
平
成
21
年

度
決
算
に
お
い
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
し
が
決
定
的
と
な
っ
た
。

　

同
校
が
抱
え
る
課
題
は
、
①
収
入
増

に
つ
な
が
る
教
習
生
の
確
保
、
②
教
習

車
両
等
及
び
校
舎
の
老
朽
化
、
③
情
報

の
受
発
信
に
必
要
な
通
信
設
備
の
整
備
、

④
人
材
（
教
習
及
び
事
務
ス
タ
ッ
フ
）

の
育
成
な
ど
に
集
約
さ
れ
る
。

　

な
か
で
も
、
逼
迫
し
て
い
る
の
は
、

教
習
車
両
の
更
新
、
校
舎
ト
イ
レ
の
水

洗
化
や
高
齢
者
に
対
応
し
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
生
徒
募
集
等
に
必
要
な
通
信

回
線
の
整
備
な
ど
で
あ
り
、
職
員
の
経

営
努
力
の
み
で
は
解
消
し
が
た
い
喫
緊

の
課
題
が
多
い
。

　

山
積
す
る
課
題
を
取
り
除
き
、
経
営

を
黒
字
化
す
る
た
め
に
は
自
動
車
学
校

だ
け
で
な
く
、
行
政
全
体
で
知
恵
を
出

し
合
う
べ
き
で
あ
る
。

　

運
転
免
許
証
は
、
過
疎
地
に
生
き
る

住
民
の
必
要
不
可
欠
な
ラ
イ
セ
ン
ス
の

一
つ
で
あ
り
、
高
齢
者
講
習
を
含
め
、

地
元
で
教
習
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
で

き
る
限
り
堅
持
さ
れ
た
い
。

■
自
治
基
本
条
例
等
に
つ
い
て

　

自
治
基
本
条
例
は
、
自
治
体
の
組
織

と
運
営
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
「
自
治
体

の
憲
法
」
（
最
高
規
範
）
で
あ
り
、
そ

の
究
極
の
目
的
は
、
住
民
福
祉
の
増
進

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
総
合
計
画
は
、
自
治
体
の
政

策
を
実
現
す
る
た
め
の
最
上
位
の
計
画

で
あ
る
。
同
計
画
を
絵
に
描
い
た
餅
に

終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
自
治
基
本

条
例
で
、
法
務
（
権
限
）
と
財
務
の
根

拠
・
連
動
性
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

地
方
自
治
法
の
改
正
論
議
が
行
わ
れ

る
中
、
こ
れ
ま
で
義
務
付
け
だ
っ
た
基

本
構
想
の
策
定
が
は
ず
れ
れ
ば
、
そ
の

根
拠
と
定
義
づ
け
は
各
自
治
体
に
委
ね

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

現
在
、
町
民
か
ら
意
見
募
集
が
行
わ

れ
て
い
る
「
中
頓
別
町
自
治
基
本
条
例

素
案
」
の
前
文
に
第
６
期
総
合
計
画
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
「
一
流
の
中
頓

別
（
い
な
か
）
づ
く
り
」
が
使
わ
れ
て

い
る
が
、
自
治
体
運
営
の
ル
ー
ル
を
定

め
る
最
高
規
範
に
選
挙
毎
に
変
動
の
あ

り
え
る
政
策
的
文
言
が
な
じ
む
か
疑
問

が
浮
か
ぶ
。

　

条
例
は
解
説
な
し
で
理
解
で
き
る
よ

う
当
初
の
段
階
か
ら
明
瞭
か
つ
わ
か
り

や
す
く
つ
く
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後
に
十
人
十
色
の
解
釈
・
価
値
観
が
生

じ
や
す
い
造
語
や
引
喩
（
い
ん
ゆ
）
は

極
力
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
素
案
の
「
協
働
」
（
第
３
条

第
３
項
）
の
概
念
は
不
明
確
で
あ
る
。

　

自
治
体
は
本
来
住
民
の
仕
事
を
、
住

民
の
税
金
に
よ
っ
て
代
行
し
て
い
る
。

住
民
の
代
行
機
構
と
し
て
の
職
員
機
構

を
組
織
し
制
御
す
る
た
め
に
、
住
民
の

代
表
機
構
と
し
て
首
長
・
議
会
を
住
民

が
選
出
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
職
員
は

首
長
・
議
会
の
補
助
機
構
で
あ
る
。
主

権
者
で
あ
る
住
民
（
雇
い
主
）
は
雇
わ

れ
人
（
職
員
）
を
意
の
ま
ま
に
使
う
こ

と
が
本
分
な
の
で
あ
っ
て
、
も
し
、
行

政
職
員
と
の
協
働
を
指
す
の
で
あ
れ
ば

主
客
逆
転
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。
市
民
（
町
民
）
公
共
を
当
然
の
前

提
と
考
え
、
「
連
携
協
力
」
程
度
の
表

現
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
素
案
で
は
行
政
評
価
（
第
20

条
）
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
が
、
そ
の

具
体
的
内
容
が
見
え
な
い
の
で
自
治
基

本
条
例
と
同
時
に
「
行
政
評
価
条
例
」

を
施
行
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
総
合
計
画
（
第
19

条
）
や
住
民
投
票
（
第
31
条
）
な
ど
、

素
案
の
と
お
り
条
例
を
執
行
す
る
た
め

に
必
要
と
な
る
関
連
条
例
が
い
く
つ
か

あ
る
。
自
治
基
本
条
例
を
生
き
た
条
例

と
す
る
た
め
に
は
、
関
連
条
例
の
整
備

・
体
系
化
が
欠
か
せ
な
い
の
で
早
急
に

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

次
の
所
管
事
務
調
査

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員

会
は
、
第
３
回
（
９
月
）
定
例
会

ま
で
に
、
次
の
事
項
の
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

①
自
治
基
本
条
例
等
、
②
環
境

基
本
計
画
、
③
総
合
計
画
、
④
所

管
事
務
の
う
ち
緊
急
を
要
す
る
事

項

教習生確保に町民のご協力を！厳しい経営が続く自動車学校
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※次回は、西原議員、本多議員です！

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞれ
の議員が町づくりや議会活動な
どについて思いを綴ります。
　毎号２名の議員がこのコーナ
ーに登場します。８議員の提言
・苦言・呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

口　蹄　疫
　この議会だよりが、町民のみなさんに配布さ
れるころ、宮崎県の口蹄疫が終息していること
を願うばかりです。
　口蹄疫は、伝播力の強い手ごわい疫病です。
　いまから１０年前の平成１２年 3 月、９２年
ぶりに宮崎県で口蹄疫が発生し、５月には道内
本別町の農場でも陽性 2 頭が確認され、疑似患
畜である７０３頭の牛とともに殺処分されまし
た。
　幸いこのときは早期発見、迅速な対応が功を
奏し、６月に移動制限が解除されましたが、酪
農家にとっては背筋が凍るできごとでした。
　海外では、病原体が付着した塵により国境を
越えた空気感染の例が報告されています。
　４２年前にイギリスで発生した口蹄疫はドー
バー海峡を越えてフランスでの伝染を引き起こ
しました。ドーバー海峡は、最狭部で３４キロ
ですが、ウイルスが風雨で運ばれ感染拡大を招
いたことは疑いがありません。
　前回の流行に比べ、今回はウイルスの伝播力
がかなり強いといえるでしょう。
　問題は感染源ですが、いくつか考えられる要
因のうち、輸入粗飼料の疑いは晴れていません。
　輸入粗飼料は、全国各地、もちろん町内でも
使われており、家畜農家の心配は尽きません。
　ウイルスは、夏で４週間、冬では９週間生存
するそうです。人や物が盛んに行き交うシーズ
ンを迎え、もし、発生したらどうするのか、宮
崎県は対岸の火事ではなく、全国の自治体が危
機管理を試されることになります。
　テレビに映る埋設処理の光景には戦慄を覚え
ます。手塩にかけた家畜の命を絶たなければな
らなかった農業者の嗚咽が、画面から聴こえて
くるような気がします。
　　　　　　　　　　　　　（綴人：藤田首健）

古　　稀
　まもなく、中国の詩人・杜甫が、『人生七十古稀
なり』と詠んだ歳を迎えます。日本人男性の平均
寿命どおりなら、余生もあと十年になります。
　ここまで長生きし、二人の孫と遊べる私は幸せ
者でしょう。母は私が二十歳になる前に他界し、
父も私が三十路を迎える前に亡くなりましたから、
孫の顔を見ることはできませんでした。
　私の家は畑作農家で、戦中、戦後の食糧難の時
代も幸いひもじい思いはしませんでした。
　どこの農家でも、子どもは貴重な働き手でした。
小学生のときは風呂焚き、ランプのほや磨き、中
学生になると芋掘りや麦刈りの仕事が待っていま
した。学校までは約 5キロの道のりです。夏は歩
きで冬はスキー通い。大病もせず古稀を迎えたの
は、このころ体が鍛えられたおかげでしょう。
　体の弱かった父は入退院の繰り返しで、私は老
いた祖父母に代わり、中卒で家業を継ぎました。
　しかし、馬鈴薯や麦だけでは食べていけません。
布団一組を持って冬は出稼ぎです。焼酎の味を覚
え、ときには取っ組み合いのけんかもあった飯場
生活は辛くもあり、楽しくもありました。
　やがて結婚、離農を経験し、授精師として農協
に勤務させていただいた三十年あまりは、子宝に
も恵まれ幸福なものでした。
　視力は衰え、つまずくことが多発し、人の名前
は思い出せず、何度も同じ話を繰り返すのが古稀、
と後輩議員からは冷やかされ、巷からは引退勧告
のささやきも聞こえてきそうです。
　やがて訪れる生老病死、愛別離苦から、誰も逃
れることはできません。お迎えが来るまで健康で
夫婦睦まじく、晩酌を楽しみ、孫に遊ばれ、たま
には温泉旅行と、欲張りな古稀の願いがかなうの
か、それは仏様のみが知るところです。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：石神忠信）

行政と農業者団体等がいち早く口蹄疫侵入阻止対策を協議



19日　いきいきふるさと常任委員会
　　　議会運営員会
　　　議会広報編集特別委員会
28日　宗谷町村議会議長会臨時総会（稚内市）

５日　中頓別町自衛隊協力会通常総会
７日　いきいきふるさと常任委員会
９日　中頓別町クリーン作戦
12日　宗谷管内町村議会議員研修会（利尻富
　　　士町）
18日　中頓別町農業協同組合第62回通常総会
20日　中頓別町商工会通常総会
21日　いきいきふるさと常任委員会
22日　観光協会通常総会
23日　南宗谷消防組合中頓別消防団春季消防
　　　演習
24日　天北線代替輸送連絡調整協議会及び幹
　　　線道路稚内音威子府間早期整備促進期
　　　成会総会（浜頓別町）
25日　中頓別町戦没者慰霊祭
28日　中頓別観光開発株式会社定時株主総会
30日　名寄駐屯地創立57周年記念行事（名寄市）

１日　浜頓別町・中頓別町「命をつなぐ街道」
　　　国道275号早期整備促進期成会総会　　
　　　（浜頓別町）
　　　議会運営委員会
３日　北海道町村議会議長会第61回定期総会
　　　（札幌市）
６日　中頓別鍾乳洞まつり
10日　第２回定例会
　　　議会広報編集特別委員会
19日　いきいきふるさと常任委員会（北海道
　　　国保地域医療学会・札幌市・２名派遣）
23日　議会広報編集特別委員会

　

六
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
国
保

地
域
医
療
学
会
「
地
域
医
療
は
誰
が
守
る
の
か

？
」
に
参
加
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

千
葉
県
立
東
金
病
院
長
・
平
井
愛
山
先
生
の

講
演
は
、
平
成
18
年
に
内
科
医
12
名
が
２
名
に

激
減
し
、
医
療
現
場
で
「
地
獄
を
見
た
」
危
機

的
状
況
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
回
復
し
、
地
域
医

療
を
守
っ
た
の
か
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
そ
こ

に
は
住
民
の
参
加
・
支
援
が
欠
か
せ
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

「
住
民
が
温
か
い
気
持
ち
を
持
っ
て
医
師
を

迎
え
、
『
医
師
が
留
ま
り
た
く
な
る
町
』
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
提
言
に
、
医
師
と
住

民
の
信
頼
関
係
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

中
頓
別
町
は
、
医
師
を
継
続
的
に
確
保
す
る

こ
と
が
こ
れ
か
ら
も
課
題
で
す
。

　

し
か
し
、
「
医
師
確
保
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

「
医
者
の
心
」
を
置
き
忘
れ
た
か
の
よ
う
な
、

地
域
の
視
点
だ
け
を
押
し
付
け
た
言
葉
の
よ
う

に
も
感
じ
ま
す
。

　

最
近
、
「
十
年
後
の
中
頓
別
」
を
想
像
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
十
年
後
の
病
院
の
姿
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

い
ま
か
ら
ど
の
よ
う
な
準
備
が
で
き
る
の
か
、

住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
想
像
力
を
働
か
せ

て
町
の
未
来
像
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

「
温
か
な
気
持
ち
で
医
師
を
迎
え
る
」
そ
ん

な
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
西
）

議会の動き
22年４月

５月

編　

集　

後　

記

なかとんべつ町議会だより１６８号 12

６月

　全道町村議会議長会の第６１回定期総会が６月３
日札幌市で開催され、各議長会から提出された１３
議案がいずれも満場一致で議決され、国や道などに
対し早急な対策を要望することになりました。
　宗谷町村議会議長会からは、本町が提起した「医
師不足解消と緊急臨時的医師派遣システムの要件緩
和について」が石神議長によって提案されました。
　これは、医師の絶対数の不足と偏在により、地域
医療の崩壊が叫ばれる中、へき地における自治体病
院を守り、地域住民の生命を守るため、①国の責任
において医師の総数を増やす施策の推進、②医師を
必要とする自治体病院へ都道府県を介さず国が直接
医師を派遣できるよう「緊急臨時的医師派遣システ
ム」の制度拡充及び要件の緩和が柱となっています。
　また、大規模酪農地帯を抱える釧路議長会からは、
酪農・畜産振興対策の一環として、口頭で口蹄疫対
策（道内へのウイルス侵入防止、風評被害防止）が
緊急提案されました。
　町村議会の活性化と議会の権限の拡充、保健・医
療・福祉政策の一体的な推進などを主な事項とする
決議や北海道新幹線の建設促進に関する特別決議も
全会一致で採択。総会終了後には、北海学園大学法
学部・神原勝教授による「自律自治体の構築と議会
の役割」と題した講演も行われました。

全
道
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
で
、
医
師

不
足
解
消
対
策
を
提
案
す
る
石
神
議
長

全道議長会で医師不足解消対策を議決


